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概要

救急隊指導医〈以下、 「指導医jという)のより酎維な傷病者の状況把握に資することを目的に、執壱車内回収容さ

れた傷病者の映像を災害拡急情報センター(以下「センターJ~~ ¥う)の指導医~伝送することを想定した実験を行っ

た。比蜘切こ滑らかな映像を伝送する汎用及び刈'タルヂータとコマ送り的な映像を併せて伝蛍ずる杭急専用の2種類

の映像伝送システムを使用し、傷存者の状況把握に対する有支出生について検証を行った

1 はじめに

現在の救急活動において、救急隊からセンターへの情報

伝達は音声により行われており、センターは救急隊からの

音声情報に基づき、救急隊へ指示・助言を行っている。こ

の音声情報に傷病者の映像情報を付加することで、より的

確な傷病者の状況把握に寄与できるものと考えられる。

平成 20年度に救急車外の活動現場から指導医への映像

伝送を想定した検証を行った。この結果、手持ち型のカメ

ラを運用するには、通常3名の隊員で構成される救急隊で

はマンパワーが足りず、ハンズフリー型カメラで撮影した

映像は受信者側のストレスが大きいなど、双方ともに高い

ハードルがあることが明らかとなった。このことから、平

成 21年度は、救急車内にカメラを固定して撮影した傷病者

の映像を指導医に伝送することを想定して各種の検証を行

った。

2 検E項目

(1) 救急車内へのカメラの設置位置

救急車内で傷病者の映像を伝送する場合、車内に設置す

るカメラの位置により、得られる映像が異なることから、

傷病者の状況把握に適したカメラの設置位置について検討

した。

(2) 伝送された映像の有効性

伝送された映像が傷病者の状況把握に役立つか否かにつ

いて、模擬的に作成した傷病者の状況を映像伝送システ.ム

で伝送し、受信した映像を録画したものを 10名の指導医に

見てもらいアンケート調査により評価した。

(3) 都内での通信試験

市街地、住宅地、山間部、高速道路、及びトンネルの任

意の場所において、映像伝送システムを使用して走行中の

車両から携帯電話回線で映像を伝送し、支障なく受信でき

るかどうかの確認を行った。

3 検恒機器及び検恒方法

(1) 検証に使用した映像伝送システム

検証は、一般的な動画中継などでの活用を目的に開発さ

れた汎用映像伝送装置(以下、 「汎用伝送装置Jという)

及び、救急業務への活用を目的に開発された救急専用映像

伝送装置(以下、 f救急専用伝送装置Jという)の 2種類

の映像伝送システムを使用した。

ア汎用伝送装置

汎用伝送装置の概要を図 1に示す。この装置は、一般に

市販されているデ、ジタルビデオカメラ、送信器、受信器、

送信器に取り付けられる通信カード及び受信器に取り付け

られる通信端末等により構成される。救急隊は、デジタル

ビデオカメラ及び送信器の電源スイッチを入れ、送信器の

画面に表示された送信タブをクリックすることで映像送信

を行うことができる。本検証で使用した装置の主な構成等

を表 1に示す。

通信カード

円

]
送信器

受信器

図 1 汎用伝送装置の概要
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表1 汎用伝送装置の主な構成等

¥¥ ~  機器 仕様等

SA社製

カメラ 有効画素数:640 X 480画素

最大フレームレート:29. 97fps 
P社製タブレット PC

送信側 CPU:インテルAtom
送信器、 有効画素数:640x480画素

最大フレームレート:29. 97fps 
SO社製送信ソフト指載

通信カード FO~lA 

E社製ノート PC
受信器 CPU:インテノレcore2Duo

受信側
I SO社製受信ソフト格載

通信端末 I FO地

イ 救急専用伝送装置

救急専用伝送装置の概要を図 2に示す。この装置は、送

信側にカメラ、心電計、送信器、コントローノレ用 PDA、

無線LANカード、アンテナ及び通信端末等を装備する。

また、受信側には、受信器、モニター 2台(心電図用と映

像用)及ぴ通信端末等を装備する このシステムは、受信

側でカメラの撮影方向を上下左右に遠隔操作することがで

きる。

救急隊による操作は、汎用伝送装置とほぼ同様であり、

各機器のスイッチを入れ、各機器からの準備完了の表示が

コントロール用 PDAの画面に表示されたのち送信キーを

押下することで情報の伝送が開始される。本検証に使用し

た装置の主な構成等を表 2に示す。

図2 救急専用伝送装置の概要
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表2 救急専用伝送装置の主な構成等

¥ え¥~ 機器 仕様等

PA社製

カメラ 有効画素数:32万画素

最大フレームレート:12fps 
DS社製

誘導:標準 12誘導
心世計

Sp~: 2波長透過式

血圧測定範囲 40""'" 250mmHg 
送信側 NC醐

送信器 CPU : 2401町z
メモリ:64MBytes 
SA社製

コントロール用 CPU ; 400~{l-fz 

PDA R品{: 64.Mbytes 
NC社製コントロールソフト搭載

通信端末 FO~仏

D社製デスクトップPC

受信器
CPU : Pentium4 
メモリ;lGBytes以上

受信側 NC千土製受信ソフト搭載

モニター
19インチ1FT液晶モニター

通信端末 I Fm仏

(2) 検証方法

ア 救急車内へのカメラの設置位置

救急車内の天井に図 lのカメラを図 3の①から⑨に示す

位置に設置し、それぞれの位置からストレッチャー上の仰臥

位及びパックレストを使用した座位の傷病者の映像を撮影

した。撮影は表3に示すように、車内で救急隊が処置を行っ

ていない場合と行っている場合及びパックレストを使用し

て傷病者を座位にした場合の3通りを想定して行った。

検証は、このような撮影において、救急活動の妨げになら

ないこと、傷病者の状況をもっともよく把握できる映像の二

項目を評価項目として、カメラの固定位置を検証した。

OEJI 
④ ⑤ ⑤ 

② 

巨~I
ストレッチャー

。) @ (奇)

図3 力メラの設置位置(①から⑤)

表3 撮影条件

救急隊が処置を行つ|頭部を中心とした映像

仰臥位の映像 |ていなし蜘 |酬を中心とした映像

救急隊が処置を行っている場合

パックレストを使用した座位の映像

イ 伝送された映像の有効性

実験設定を写真 1から写真4に示す。検証に使用した車

両は写真 lのトヨタ社製グランピアである。写真 3に示す

ように送信器等を車内進行方向右側に設置した。また、写

真4及び写真5に示すように車内後部右側天井の傷病者の

状況把握に適した位置にカメラを設置し、汎用伝送装置及



び救急専用伝送装置を使用して、写真5に示す二つの仮想

事案の活動中の映像を携帯電話回線で伝送した。これら伝

送され受信した映像を録画し、後日録画された映像(写真

6)について各映像伝送システムごとに指導医 10名による

アンケートを行い映像伝送に関する言問面を受けた。アンケ

ート項目等を表4に示す。表4中のぬ1""'No.3の各項目は、

模擬的に演じたり作成したものである。

写真 1 検証に使用した車両 写真2 車内の状況

心電計(救急専用伝送装置用)

送信器(抗用伝送装置用)

送信器(救急専用伝送装置)

PDF (救急専用伝送装置用)

写真3 送信器等の設定状況

言己錨り司カメラ

映像伝送用カメラ

汎用伝送装置用カメラ

救急専用伝送装置用カメラ

写真4 カメラの設置状況

事案 1 飲酒中に倒れて症鐘を 事案2 胎児の異常娩出

尭症

写真5 仮想事案

表 4 アンケート項目等

h 評価要素 アンケート項目等戸

1 
傷病者の動

けいれん状態(演技)が把握できるか
きの把握

2 皮j背等の色
岐傷、発赤、紅潮(模擬的に着色し作成)が

把握できるか
』ーーーーー の把握

3 羊膜(模提的にフツプで作成)がわかるか

体
映像伝送の

傷病者の状況把握に役立つか

有効性
搬送先の医師の立場で見たときに有効か

どの機種が傷病者の状況把握に有効か
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7 その他 意見・感想

救急専用伝送装置カメラ映像 救急専用伝送装置心電図映像

汎用伝送装置カメラ映像

写真6 アンケートに使用した映像例(事案 1) 

ウ 都内での通信試験

乗用車に映像伝送システムの送信側の機器を積載し、消

防技術安全所内に受信側の機器を設置して、携帯電話回線

による映像伝送を行った。伝送する映像は車両走行中の助

手席からの風景とし、受信した映像が遮断されるか否かを

検証した。映像を送信した場所は、図4及び表 5の①から

⑬に示す周辺である。また、走行時の速度はおおむね制限

速度の範囲内とし、一般道路では概ね 40""'50kmJh未満、

高速道路(首都高速道路は概ね 60kmJh、中央自動車道は

概ね80kroJh)で走行した。

表 5 映像の送信を行った場所

No. 区分 送信場所等
携 帯臨

早 ー 一 一 サ}ピスエリア

市街地 神田錦町~日比谷通り 内

2 市街地 内期通り~新宿通り 内

3 住宅地 両井戸西 1丁目付近 内

4 住宅地
幡ケ谷1丁目~首都高速幡ケ谷フ

内
ンプ付近

5 住宅地 あきる野市牛沼付近 内

6 住宅地 武蔵五日市駅付近 内

山間部 楠原村役場~楠原村本宿 内

8 山間部 楠原村役場~槍原村本宿 外

9 高速道路 首都高速新宿綜 内

10 両速道路 中央道(向井戸 IC---八王子 JCT) 内

11 高速道路 囲央道 U¥.主子JCf'"あきる野IC) 内

12 トンネノレ 国道20号線噺f臨碗トンネル) 内

13 トンネノレ 圏央道 U¥.主子Jσ~あきる野IC) 内



図4 映像の送信を行った場所

4 検征結果

(1) 救急車内へのカメラの設置位置

各条件で撮影した映像を図 5から図8に示す。車内での

処置等が行われていない状況では、図 5及び図6に示すと

おり、①から⑨のすべての位置からストレッチャー上の傷

病者を撮影することが可能であった。しかし、図 7のよう

に、救急隊員が傷病者への処置(心臓マッサージ)を行う

場合、②、③、⑦、③、⑨からの撮影は、救急隊員が傷病

者に被ってしまい、傷病者の状況把握には適さない。また、

パックレストを使用して傷病者を座位の姿勢にした場合、

①、④、⑦からの撮影は、背部からの撮影となり傷病者の

状況把握には適さない。

以上より、救急車内の傷病者の状況把握に適したカメラ

の設置位置は、③文は⑥であるといえる。

今回は、カメラの撮影方向を各撮影条件ごとに一定とし

て検証を行った。このことで図 5に示すように腹部を中心

に撮影することにより頭部が撮影されなかったり、図 6の

ように頭部を中心に撮影することにより腹部の一部が撮影

されないことがあった。このことから、傷病者の全身を観

察するためには、カメラの撮影方向を調節できる機能を有

するシステムが必要である。その際、救急隊がカメラの撮

影方向を調節することは、救急活動に影響を及ぼす恐れが

あることから、救急専用伝送装置のように必要に応じて受

信側で遠隔操作する方式が望ましいものと考えられる。

目
図3⑨から撮影 | 図3③から撮影 | 図3⑤から撮影

図5 傷病者の腹部を中心に録影した映像
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図6 傷病者の頭部を中心に撮影した映像

割へ麗

図3⑤から撮影 | 図3③から撮影 | 図3⑤から撮影

図7 活動(心臓マッサージ)を想定して撮影した映像



図3⑨から撮影 | 図3③から撮影 | 図3⑤から撮影

図8 座位 (1ト".Jクレストの使用)を想定して撮影した映像

(2) 伝送された映像の有効性

当庁指導医 10名によるアンケートの結果を図 9から図

14に、映像伝送に関する各指導医の意見・感想等を表6

に示す。アンケートの結果、図 12に示すとおり、汎用伝

送装置は、今回アンケートをお願いした 10名の指導医全員

から「傷病者の状況把握に役立つJという意見を得た。一

方、救急専用伝送装置は、 「傷病者の状況把握に役立つJ

とする意見が半数にとどまり、 「役立たないJという意見

も出された。これは、救急専用伝送装置の伝送映像が 1か

ら2秒間に 1コマずつのコマ送り映像であるため、図 9に

示されているとおり傷病者の動きの把握が困難であること

によるものと考えられる。また、図 10に示すとおり、汎

用伝送装置及び救急専用伝送装置とも、傷病者の皮膚の色

などの状況判断にはあまり適さない結果となったが、図 11 

のとおりラップのような透明な膜等の有無については、識

別が概ね可能であることがわかった。一方、心電図の伝送

については表 6に示すとおり、救急隊からの言葉による報

告で十分とする意見がある一方で、あった方が良いとする

意見も数件確認された。汎用伝送装置並みの伝送映像に心

電図を加えることで、より映像伝送システムの有効性が高

まるものと考えられる。

今回の検証で、現状の音声による状況報告に映像が加わ

ることは、指導医の傷病者の状況把握に、より有効である

ことが確認できたとともに、その画質は高品位であるほど

望ましいことが検証できた。

① けいれん状態が把握できるか

江用信送装E

密接川
町

但
問事急い技

一

ale-i
l
i
--
z
1
itし

。% ~ 40% ()~. $0% 10併も

圃できる 4 で患ない 司どち らとιいえなら、

図9 アンケート結果(動きの把握)

②岐傷、発赤、紅潮が把握できるか

-でi}る 憶できな'/、・どちらともいえたい

図 10 アンケート結果(色の把握①)

③新生児の羊膜がわかるか

m.用伝送装盟

教定専用伝送袋‘

0% 20~も，1Ù~~ ßO~~ so'ふ 100%

-わかる rlわかちをしs 箇どちらともいえない

図 11 アンケート結果(色の把握②)

④傷病者の状況把握に役立つか

tえ用伝送32寵

救急王手Y百億送君主遺

圃役立つ 思役立た1:~l.，、 圃どちらともいえない

図12 アンケート結果(映像伝送の有効性①)

⑤搬送先の医師の立場で見た時に有効か

汎理伝送3芸品E

O~ :W~ 10~ó oO% SO% lOO~ó 

圃7有効 忌宥効ではない ・どち らともいえない

図13 7ンケート結果(映像伝送の有効性②)
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⑤ どの機種が傷病者の状況把握に有効か

。% !!O守ー 40% 60% 80% 100% 

a汎男伝送装笹 鋪事手t!ð~事詩缶送袋m ・どちらと も問fm

図 14 アンケート結果(映像伝送の有効性③)

(3) 都内での通信試験

市街地、住宅地、山間部、高速道路、及びトンネルの任

意の場所において、走行中の車両から映像伝送し、遮断す

ることなく受信できるかどうかの確認を行った結果を表7

に示す。

汎用伝送装置は、高速道路走行中の通信が遮断した。一

方、救急専用伝送装置は携帯電話のサービスエリア外を除

き通信が可能で、あった。汎用伝送装置は、救急専用伝送装

置と比較して、フレームレートが大きく高品位であること

から、伝送データ量が大きい。したがって、高速走行中や

電波の届きにくい場所では、通信が遮断されることがある

と考えられる。

指導医

A医師

B医師

C医師

一一一一，

D医師

E医l師

F医:師

。医師

H医師

I医師

J医師

表 6 各指導医の意見・感想等

意見 ρ感想等

コマ送りの画像では動きに閲する評価はできないと
思う。

救急専用伝送装置は画面も小さく大体の外見、様子し
か把握できないと思う。

心電図はあれば役に立っと思う。(特に 12誘導ECGは
ccu選定に有用だと思う)

救急愚者を受け入れることを前畳にすれば情報は多
いほど良い。

精度の低い情報はかえって混乱するかもしれない。

コマ送りの画像では、動きの正確な判断ができない。

心電図は盲葉で十分だが、送るなら 12誘導の心電図
が良い。

画質が良い方が現場の状況が正確にわかる。

心電図を送ることに、そう大きな重要性を感じない。
理想は汎用伝送装置に心電図情報があると良い。

映像はそれなりに役立つし、心電図はあった方が良
b 、。

皮府の状況は、映像伝送ではわからない。

医師法、医療法での「診療Jが成立するかしないか。

特に、メデイカルコントローノレ中の第3者医師の「視
診Jは成立するか。

医師が映像を見て断り、別病院に搬送される場合、消
防の判断で個人情報が映像として送られることは間
題ないか。

画像として見るならば、鮮明である方が良い。

心電図はあった方が良い。

情報量は多い方が良い。

循環器疾患では心電図は有用だが、その他の疾患で画
像を参考にするには汎用伝送装置の方が鮮明で把虚
しやすい。

汎用伝送装置は病態把握に有用。

心電図はあれば良い。

表 7 都内での通信試験の結果

通信条件 結果

No. 区分 送信、場所等 携帯電話サ}ピスエリア 汎用伝送装置 救急専用伝送装置

1 市街地 |神田錦町~日比谷通り 内 O O 
2 市街地 内堀通り~新宿通り 内 O O 
3 住宅地 高井戸西 1丁目付近 内 O O 
4 住宅地 幡ケ谷1丁目~首都品速幡ケ谷アンプ付近 内 O O 
5 住宅地 あきる野市牛沼付近 内 × O 
6 住宅地 武蔵五日市駅付近 内 O O 
7 山間部 柚原村役場~楠原村本宿 内 O O 
8 山間部 楠原村役場~櫓原村本宿 外 × × 

9 f尚速道路 首都両速新宿組 内 O O 
10 高速道路 中央道(高井戸 IC.........八王子]CT) 内 × O 
11 高速道路 圏央道(八王子]CT-----あきる野 IC) 内 × O 
12 トンネノレ 国道 20号報(新宿御苑トンネノレ) 内 O O 
13 トンネノレ 圏央道(八王子J口~あきる野 IC) 内 × O 

凡例 0:通信が途中て遮断しない。 x 通信が途中て遮断される。

5 おわりに
(1) 救急車内へのカメラの固定位置

救急車内の傷病者の状況把握に適したカメラの設置位置

は、後部運転席寄りの天井部分が望ましい。また、傷病者

の全身の観察のためにはカメラの撮影方向を調節できる機

能を有するシステムが必要であり、受信側で遠隔操作する

方式が望ましい。

(2) 伝送された映像の有効性

現状の音声による状況報告に映像が加わることは、指導

医の傷病者の状況把握に、より有効であることが確認でき

66 

たとともに、その画質は高品位であるほど望ましいことが

検証できた。また、汎用伝送装置並みの伝送映像に心電図

を加えることで、より映像伝送システムの有効性が高まる

ものと考えられる。

(3) 都内での通信試験

携帯電話のサービスエリア内であれば概ね通信は可能と

いえる。ただし、高品位な映像ほど、伝送データ量は大き

くなるので高速走行中や山間部など電波の届きにくい場所

では通信が遮断されることがあると考えられる。
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Abstract 

1n order to help the EMS advising doctor to rnake accurate assessment of the patient， a 
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